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再雇用制度の目的のひとつに、技術・技能の継承

があります。07年問題としてテレビでも報道され

ているテーマですが、想像以上に深刻で、ある自動

車会社の例では 58歳と 36歳とがつくる部品ので

きあがりに雲泥の差があり、36歳工員がつくった

部品では欠陥車ができあがってしまうと解説してい

ました。ゆえに、技能卓越者を定年後も再雇用し指

導に当たらせ技能の向上を図るのは製造業の重要な

テーマとなっています。そこでは、前述しましたよ

うに、再契約を結ぶ場合、法人側の必要に応じて新

たな労働条件を決めていますが、個人の健康状態等

双方が相談しながら個別に勤務時間等労働条件を定

めています。

農業における高齢者は、おおむね次のような働き

方をしているのではないでしょうか。

高齢者＝現場作業、教育

若者＝大型農機具操作、ＩＴ管理、経営管理

高齢者と壮年・若年を対比しますと、おおむね、

壮年・若年は大型農機具のオペレーションや生産工

程のＩＴ管理、情報を収集しながらの経営管理に携

わっています。高齢者は、現場作業や教育、地域交

流を主に担っています。

現場作業といってもいろいろですが、高齢者を就

かせない職種もあります。その典型が、畜産業の養

豚にみられます。養豚場で飼育される豚は 1頭で

400－ 500キロもある豚もいます。この生産物は

予測もつかない動きをすることがあるそうです。そ

の動きに適応できるのは 40歳代までだそうです。

したがって、直接そうした生産物と接触する作業で

は、年齢に伴う早期の配置転換が発生します。作業

の安全面からみた適切な判断だと思います。

安全性に着眼すれば、大型農機具のオペレーショ

ンも高齢者を就かせていないところが多いようで

す。畑作に使う大型耕耘機はタイヤのサイズが大人

の背丈ほどあり、運転空間の把握、あるいは土地の

傾斜等形状による運転技能、使用目的によって交換

するアタッチメントの重量など高齢者には不向きで

す。

というように、高齢者の作業の適否を判断する要

素として、安全性、作業性、取り扱い重量、操作性

などを考慮しているようです。

養豚など牧畜業は総合産業と言い換えることがで

きます。建設、製造、加工、販売、獣医学、環境な

どあらゆるものを自前でいとまなければなりませ

ん。それはあらゆる職種を持って事業運営に当たる

ということです。換言すれば、高齢者が就労できる

職種も期待でき、年齢的な早期職種リタイアを吸収

できる要素がたくさんあるということです。

ある野菜農場では、次のように展開しています。

ここのファームは、誰でも農業ができることを目

指しています。今日から農業をやります、と宣言し

高齢者の特徴や適性に応じた活用を
するにはどうしたらよいでしょうか
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てできる農業です。そのために、野菜育成に必要な

すべての情報をＩＴ管理しています。その情報にし

たがえば、誰でもが良い商品ができるシステムです。

日常的には、こんな光景が繰り返されています。

サトイモ畑です。その現場で、汗と土まみれの姿

で若者がパソコンに向かって生育状況や作業状況、

収穫状況を入力しています。その傍らでは高齢者と

若者が泥まみれで働いています。若者は収穫準備や

収穫、後処理を行い、高齢者は収穫と選別を行って

います。

サトイモを収穫する肉体的作業は高齢若齢を問わ

ず行っていますが、準備および後処理は生産管理シ

ステムに則って行うために若者が、選別は収穫品の

良し悪しが的確に早く判断できる経験のある高齢者

が、共同で行ったり分担したりしています。

収穫したものはフクロ詰め作業場に集まります。

収穫品をフクロ詰め → 箱詰めしています。出荷準

備作業です。

ゴボウは、泥つきゴボウと洗ったゴボウの 2種類、

サツマイモは洗ったもの、サトイモは洗ったものな

ど顧客要望に応じて工程が分かれます。洗い場では、

一度にたくさんの生産物を移動させる関係からか、

主として男性が受け持ち、フクロ詰め作業は少量を

扱うので負荷が少なく、主として女性が働いていま

す。男女に分かれていますが、いずれの作業にも高

齢者が働いています。

この作業は屋内で行います。直射日光を浴びない、

作業姿勢や荷の重さが屋外作業より負荷が少ない、

など高齢者に向いています。

野菜の収穫は炎天下で、人力によって行います。

最近では、同じ野菜でも品種によっては機械収穫が

可能なものも生産され始めました。技術の勝利です。

しかし、収穫作業の主流は人力です。その収穫にもっ

とも求められる適性能力は、ネバリとガマン、だそ

うです。この 2大要素を持っているのが、いまの

高齢者です。正確には、農業経験がある高齢者です。

いまの、そして農業経験があると限定するところ

に経営者は危機感を感じているようです。現代の若

者が高齢者に転じたとき、いまの高齢者の働きざま

は期待できない。そう経営者は口をそろえます。

ここの野菜ファームは、55歳定年を施いていま

す。定年後は高齢者だけで構成する会社に希望によ

り異動できます。高齢者会社は働けるまでいてもよ

く、70歳以上で現役で働いている人もいます。働

き方も、自由だそうです。働きたいときに来て働く、

それでもいいそうです。仕事は草取りから野菜の収

穫、あるいは出荷前作業などいろいろあります。

草取りは地味な仕事ですが、田畑では主役の生産

物の成果を左右する農作業には欠かせない仕事で

す。しかし、根気だけでこなさなければならない地

味な仕事です。こうした働き手を確保することが今

後難しくなりそうです。

また、出荷前作業では身体障害者も働いていま

す。一定の量を責任を持って担っているということ

です。いろいろな立場の人に身近で仕事の場を与え

ることができるのも農業の特徴かもしれません。

ある自動車工場で製造ライン工程に身体障害者を

組み入れるために作業方法に工夫を加えた結果、中

高年作業者にもその作業方法は好評を得ています。

作業姿勢が楽になった（立ち作業から移動可能な椅

子での座作業、その位置に組立てラインが流れてく

るなど）、負荷が減少したなど効率性もアップして

います。ここでは、一定の量をきちんと終わらせて

もらう、という作業方法で身体障害者の参加を可能

にしています。できる範囲で仕事を終わらせる。そ

うすれば誰もが仕事につける、ということでしょう

か。

選別力　習熟度

作業姿勢・重さ　負荷が少ない

粘り　我慢
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一般的にはどのように行っているのでしょうか。

「中高年齢者の活躍の場についての将来展望」（労

働政策研究・研修機構　04.7）という報告書があり

ます。これを参考に、新規雇用時の前職を探ること

にしましょう【図表 9― 1、9― 2】。

図表の「Ａ」は 45歳以上の就業者の数が多い職

種を示し、この 20職種で 45歳以上就業者の 58％

を占めています。「Ｂ」は、「年齢計」に占める 45

歳以上の割合が高い職種で、農林漁業関係職種（農

耕・養蚕作業者、育林作業者、伐木・造材作業者、

海藻・貝採取作業者）、管理的な職種、商業・サー

ビス業経営者、管理人的職種などが見られます。

60歳以上をみますと、60歳以上の就業者数が多

く比率も高い職種は、会社役員、小売店主です。また、

60歳以上の就業者割合が高い職種に農耕・養蚕作

業者と養畜作業者が上がっていますが、それらと同

様ハードな職種を選ぶと、漁労作業者、植木職、育

林作業者、水産養殖作業者、製材作業者、伐木・造

林作業者、海藻・貝採取作業者が該当すると思われ

ます。

これらの職種経験者は、農業労働の肉体的負荷に

耐えられるのではないかと思われます。実際、法人

のヒアリング調査で前職を尋ねると、土木作業者、

漁師、調理師などと応えていました。したがって、

これらの職種は高齢者を新規採用する場合の参考に

なると思います。

次に、加齢と職業能力の関係、および働けるため

の配慮について報告しています。元の表は 33職種

について分析していますが、ここでは農業法人に関

連する職種をピックアップして、その傾向を見るこ

とにします【図表 9― 3】。

一定の量を完結させる

順位
Ａ．45歳以上就業者が多い
上位 20職種

Ｂ．45歳以上が 75％以上占
める職種

1 一般事務員 農耕・養蚕作業者
2 農耕・養蚕作業者 会社役員
3 販売店員 小売店主

4 会計事務員
会社・団体等管理的職業従事
者

5 調理人 管理的公務員
6 自動車運転者 卸売店主
7 会社役員 ビル・駐車場管理人

8 他に分類されない労務作業者
マンション・アパート・寄宿
舎・寮管理人

9 商品販売外交員 その他の法人・団体役員

10 小売店主
他に分類されない管理的職業
従事者

11 土木作業者 織布作業者
12 外交員（商品保険不動産除く）旅館主・支配人・番頭
13 大工 育林作業者

14 その他の金属加工作業者
成人女子・子供服仕立て作業
者

15
その他の食料品・飲料・たば
こ製造作業者

船長・航海士・運航士、水先
案内人

16 会社・団体等管理的職業従事者 ボイラー・オペレータ

17
飲食物給仕・身の回りの世話
役従事者

海草・貝採取作業者

18 配達員 伐木・造林作業者
19 電気機械器具組立作業者 会社・団体等管理的職業従事者

20 看護婦・看護士
飲食物給仕・身の回りの世話
役従事者

順位
Ｃ．60歳以上就業者が多い
上位 20職種

Ｄ．60歳以上が 30%以上占
める職種

1 農耕・養蚕作業者 農耕・養蚕作業者
2 一般事務員 会社役員
3 会社役員 小売店主
4 他に分類されない労務作業者 養畜作業者
5 販売店員 ビル・駐車場管理人

6 小売店主
マンション・アパート・寄宿
舎・寮管理人

7 調理人 漁労作業者
8 自動車運転者 管理的公務員
9 会計事務員 植木職、造園師

10 土木作業者 卸売店主
11 商品販売外交員 その他の法人・団体役員
12 大工 宗教家
13 その他の保安職業従事者 公認会計士・税理士
14 その他の金属加工作業者 育林作業者
15 外交員（商品保険不動産除く）水産養殖作業者
16 不動産仲介人・売買人 旅館主・支配人・番頭

17
その他の食料品・飲料・たば
こ製造作業者

他に分類されない管理的職業
従事者

18 養畜作業者 製材作業者
19 会社・団体等管理的職業従事者 その他の法務従事者

20
飲食物給仕・身の回りの世話
役従事者

伐木・造林作業者

図表9―1　ある一定年齢以上の就業者数が多い職種 図表9―2　ある一定年齢以上の就業者割合が高い職種

☆ヒアリング調査等で実際に知りえた農業外職種を濃いグリーン
でマークした。
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全体では、「年齢とともに能力が上がる」とした

のは約 2割、「初めは能力が上がるが、ある時点か

ら水平になる」が約 4割、「ある年齢以降は低下す

る」としたのは 3割弱であった。何歳くらいまで

働けますか、と聞いたところ、平均 61.4歳でした。

つまり、働く人の平均像は、「初めは能力が上がる

がある年齢で横ばいになり、61歳までは働けます」

といえるようです。

「年齢とともに能力が上がる」が他に比べ高い職種

は建築技術者等で、逆に「ある年齢以降低下する」

職種は製造等作業者、建設等機械運転者、建設・土

木作業者でした。建設・土木作業者について 6割弱

が低下するともっとも高く指摘していますが、筋力

的な衰えよりも高所作業などバランスを必要とする

作業があるからでしょう（同調査で、65歳以上ま

で働ける職種として、建設・土木作業者は 65.1％

が可能だとしています）。また大型機械のオペレー

ションは、実態面と合致しています。

何らかの配慮があれば働けるとした職種につい

て、どのような配慮すればよいかを尋ねています。

全体では、仕事の「分担の調整」（60.9％）と「量

の調整」（54.9％）が必要だとしています。

優先事項からみますと、分担調整優先型は農林水

産業技術者、管理従事者、製造作業者で、量調整優

先型は建設機械運転で、時短型は清掃員で、分担・

量型は建設技術者、調理従事者、建設作業者で、分

担・量・労働時間型は販売店員、接客というように

分類できます。労働条件を個別に相談するときにこ

れらの点を参考に行えば、双方が納得する条件が決

まるのではないでしょうか。
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そ
の
他

全体
農林水産業・食品技術者・鉱工業技術者
建築技術者、土木・測量技術者
管理的職業従事者
販売店員
飲食物調理従事者
接客・給仕職業従事者
製造・製作作業者
定置機関運転・建設機械運転・電機作業者
建設作業者・土木作業者
清掃員

20.2
22.1
40.4
39.1
21.8
12.5
13.2
10.7
15.7
8.8
8.0

44.7
41.7
31.0
43.9
47.3
53.1
50.8
41.2
38.5
28.3
51.8

27.8
28.7
26.0
14.1
30.1
34.4
35.8
45.3
43.1
58.0
37.1

7.4
7.5
2.6
2.9
0.9
0.0
0.1
2.8
2.8
5.0
3.1

54.9
52.9
60.4
25.3
46.8
56.9
52.6
54.2
78.9
58.3
44.1

60.9
76.8
62.1
66.0
59.6
64.9
46.2
71.8
38.9
54.6
49.6

26.7
10.9
19.1
34.9
40.4
28.7
41.0
22.9
40.0
10.4
21.3

27.8
11.6
23.3
31.4
43.4
36.2
47.0
28.2
30.3
22.0
52.8

15.2
7.2

14.9
14.1
25.7
11.7
13.3
11.4
40.0
23.5
0.0

9.1
3.6
6.2
9.6
4.7
9.0

16.5
4.9

13.7
5.2
0.0

18.1
15.2
16.3
6.7

14.5
23.9
26.5
29.7
30.3
26.1
3.9

1.6
0.0
0.0
5.8
0.2
0.0
0.0
1.4
7.4
2.6
0.0

図表9―3　職種別加齢と職業能力




